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安全登山指導者研修会「東部地区」 

概  要 
期  日  平成 30 年 9 月 15 日(土)~17 日(月) 

開  場  埼玉県立小川げんきﾌﾟﾗｻﾞ金勝山 

主  催 （独）  国立登山研修所 

      （公社） 日本山岳･ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ協会 

後  援  ｽﾎﾟｰﾂ庁  埼玉県  埼玉県教育委員会 

主  管  埼玉県山岳連盟 

 

講義概要・講義講師                                                       

講 義Ⅰ  登山の現状と安全登山に向けた指針   

       北村 憲彦氏･(独)国立登山研修所 

講 義Ⅱ  道迷い防止のためのﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ 

           村越 真氏･(独)国立登山研修所 

講 義Ⅲ  山の応急手当(ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ対応)一時搬送 

           悳 秀彦氏･JMSCA 医科学委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 義Ⅳ  埼玉県における山岳遭難事故の実態と 

         救助について  

        飯田 雅彦氏･元埼玉県警山救隊副隊長 

 

主催者・講師・ご来賓   敬称略 

国立登山研修所    所 長  宮﨑 豊 

           専 門 職 滝川 隆一 

日本山岳･ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ協会  

           会 長 八木原 圀明 

    同上     登山部長 仙石 冨英 

国立登山研修所    講義講師 北村 憲彦 

国立登山研修所    講義講師 村越 真 

元埼玉県警山救隊副隊長 講義講師 飯田 雅彦 

埼玉県県民生活部ｽﾎﾟｰﾂ振興課副課長  坂庭 進  

 

埼玉県岳連 関係者 

【主 管 者】 石倉 昭一,田中 文男 

【講義講師】 悳 秀彦 

【実技講師コーチ】 野村 善弥,加藤 富之 

【実技講師上級】 天野 賢一,瀬籐 武,鈴木 一美, 

         計良 寿彦,秋庭 栄,鈴木 百合子, 

             矢田 実,松本 善行  

【補 助 員】 岩井田 正昭,増田 修,小渕 佑依 

           友滝 駿介,折原 將斗,堀江 伸子       

【医 師】 伊藤 正孝 

【看 護 師】 谷水 亜希 
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平成３０年度安全登山指導者研修会 

（東部地区）報告 

 

開校式 国立登山研修所 宮﨑所長挨拶 

 

 9月 15日(土)~17日(月)の 3日間にわたり､埼玉 

県比企郡小川町の県立小川げんきﾌﾟﾗｻﾞ及び金勝

山において平成 30年度の安全登山指導者研修会 

(東部地区)が開催された｡昨年までは中高年登山

者の事故･遭難防止を主眼とする｢中高年安全登山

指導者講習会｣という名称で行われていたが､本年

からより広い登山者層の安全のために名称が改正

された｡また参加者が､受講するだけではなく自発

的かつ積極的に指導者としての学びを深め､さら

にそれを自らの地域･組織に生かしてもらえるよ

う､｢講習会｣から｢研修会｣へと形式も変更された｡ 

 参加者は山岳会の指導的役割にある会員をはじ 

め､高校の部活動顧問の教職員､山岳救助活動に従 

事する各県警察･消防関係者､山岳ｶﾞｲﾄﾞ､行政の野 

外活動事業者､登山を企画する旅行会社社員､とい 

った多岐にわたる分野から応募があった｡また年 

齢層もﾍﾞﾃﾗﾝから社会人になってまだ数年の若手 

まで幅広い年代から参加があり､全体では定員を 

超える 58名の出席となった｡ 

 研修内容は｢登山界の現状と問題点｣｢読図･ﾅﾋﾞ

ｹﾞｰｼｮﾝ｣｢山のﾌｧｰｽﾄｴｲﾄﾞ｣を中心とした内容で企画

した｡特に昨今の遭難事例で非常に多い要因とな

り､埼玉県内でも事故原因のﾄｯﾌﾟにあがる｢道迷い

遭難｣について､講義をはじめ実習･実技において

も｢読図･ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ｣がﾒｲﾝﾃｰﾏとされた｡また埼玉

県岳連主導による研修として､｢山の応急手当(ﾌｧｰ

ｽﾄｴｲﾄﾞ)｣に加えおそらくこれまでの講習会では実

施されなかった､夜間実際に登山ｺｰｽを歩いていた

だく｢道迷い体験｣を実施した｡ 

 第一日目は開会式後､講義Ⅰとして北村憲彦氏 

(名古屋工業大学教授､国立登山研修所専門調査委 

員長)による｢登山の現状と安全登山に向けた指 

針｣､引き続き講義Ⅱとして村越真氏(静岡大学教 

授､国立登山研修所専門調査員)による｢道迷い防 

止の為のﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ｣がそれぞれおこなわれた｡実 

習ｶﾞｲﾀﾞﾝｽと夕食後 19 時より屋外実習として｢道

迷い体験｣｡実際には県内講師の先導によりｺｰｽを

歩いていただき､各ﾎﾟｲﾝﾄを地図上にﾏｰｸしてもら

う方式でおこなった｡また合わせて緊急避難(ﾋﾞﾊﾞ

ｰｸ)訓練も実施した｡ 

 二日目は前夜の｢道迷い体験｣ｺｰｽを実際に再度

歩いてもらいﾙｰﾄの確認と答え合わせ｡暗闇の視界

も展望もない状況下で方角と距離感､実際の地形

から現在地を判別するのは大変困難だとの声も聞

かれた｡その後続けて村越氏による実地研修｢磁石

と高度計と地図によるﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ実習｣をおこなっ

た｡昼食後は午後の時間をすべて使って講義Ⅲ及 

び実地研修として､悳秀彦氏(埼玉県山岳連盟参

与)による｢山の応急手当｣｡応急手当､負傷者の一

次搬送･緊急収容をそれぞれの項目ごとに講習し､

それを班毎に分かれ実地研修するという方式で繰

り返した｡最後は応急手当をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ形式で実施

して､各問題点を検証し終了となった｡ 

 最終日はまず講義Ⅳとして飯田雅彦氏(元埼玉

県警察山岳遭難救助隊副隊長)により｢埼玉県にお

ける山岳遭難の実態｣を時に生々しい現場の実態

を交えながら実際の事例や問題点をお話しいただ

いた｡最後は北村･村越両氏による講義を交えた司

会により､研修会全体を通した内容を研究討議(班

毎)によって整理し､全体会議で発表することで内

容の理解を深め､指導の目的や手段､手法について

話し合い､修了証授与･閉会となった｡ 

 今回名称が変わった最初の研修会ということで､

埼玉岳連としても手探りのところがあったが､主

管団体として今後につながる研修会となるよう尽

力させていただいた｡幸いにも講師の皆様､参加者

の皆さんとも大変熱心で､非常に内容の濃い 3 日

間を精力的にこなしていただきましたことを心よ

り感謝申し上げます｡そして無事研修会を終了で

きましたことを､この場をお借りしてすべての関

係者の皆様へ御礼申し上げます｡本当にありがと

うございました｡ 

     (埼玉県山岳連盟 理事長 天野 賢一) 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      夜間行動の「道迷い体験」 
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  2018「山の日」 “大高取山”報告 

開催期日:2018年 9月 1日 
開催場所:越生･大高取山 

参 加 者:一般参加・1名､個人会員・1名､岳連会員 

・52名、支援ｽﾀｯﾌ・25名、御来賓・新井町長､(池

田産業観光課長)計2名 総計81名 

後  援:日本山岳･ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ協会,日本山岳

会 埼玉支部,越生町 

協  力:ICI石井ｽﾎﾟｰﾂ店,法恩寺,ﾔﾏｹｲｵﾝﾗｲﾝ,  

片田 多加世(ﾊﾞﾝﾀﾞﾅﾃﾞｻﾞｲﾝ) 

2018「山の日」実行委員会 全ｽﾀｯﾌ 

実行委員顧問：野井 篤 

実行委員長：相澤 重夫 

実行副委員長：増田 修,堀江 伸子,山口 新二 

実 行 委 員：石倉 昭一,天野 賢一,松本 敏夫, 

岩武 成秋,高橋 正雄,小茂田 利孝,細谷 亜希子,

村越 百合子,吉岡 登規子,八木 滋,筒井 美和子, 

尾久土 樹里,山名 桃代,小林 美珠穂,長谷川 凪, 

渡邉 香音,小渕 佑依, (加藤 富之) 

事 務 局 長：岩井田 正昭, 

事務局会計：塩谷 壽子   文責 岩井田 正昭 

 

行動記録: 

8月31日  

18:00ごろ ｽﾀｯﾌ10名で｢ゆうﾊﾟｰｸ｣にてﾃﾝﾄ泊の予

定は大雨の為急遽､ﾛｯｼﾞに移動する｡100名分の資

料作成に取り掛かり深夜終了､後豪雨となり開催

が危ぶまれる｡役員により明日の行動について協

議するが中止も想定し､明朝の天候次第により行

動を中止解散､登山行動の場合は1案｢無名戦士の

墓｣､2案｢西山高取｣､3案｢大高取山｣までの行動を

CL＋L間で決める､3班とも入山､下山は同一行動と

の結論を出す｡深更雷雨に変わる｡ 

9月 1日 

06:00 前泊組はﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ着､全員で設営の準備｡  

07:00 後発のｽﾀｯﾌがほぼ出そろう｡小雨となり幾

分明るさが出てきた｡予定通り開会式は行うが､雨

後の登山道状態から第1案とし現地状況次第で第2

案､第3案を考慮｡現地でCL＋Lで判断とする｡ 

 

 

07:30 受付開始､参加者には計画変更を伝え参加

料は徴収せず、全員に参加記念ﾊﾞﾝﾀﾞﾅ配布。 

07:45 役場から池田課長が来訪､間もなく町長が

来られるとの情報｡ 

07:50 新井越生町長が来訪｡石倉会長､相澤実行委

員長､天野理事長が対応｡  

08:00 受付終了 73名中、54名が受付(19名不参加) 

08:05 定刻に遅れて5分後に司会(天野県岳連理事

長)により開会｡ 開会の言葉(相澤実行委員長)､主

催者挨拶(石倉県岳連会長)､来賓挨拶(新井越生町

長)､司会より実行委員役員紹介､閉会の言葉 (松

本日本山岳協会埼玉支部長)､諸連絡(相澤実行委

員長)  

08:20 ｽﾀｰﾄ直前に新井町長からｻﾌﾟﾗｲｽﾞの｢越生町

特産の梅｣の贈呈があり､ｽﾀｯﾌにより参加者全員に

配布された｡(大変好評だった) 

08:30 A班から順次出発､雨はやみ明るくなり元気

に行動開始した｡ 

※本部連絡員として岩井田･塩谷が待機する｡ 

10:20 頃 無線連絡あり､｢西山高取｣まで登山し､

全員で下山の連絡あり｡ 

11:20 ｢西山高取｣迄登頂して､全員で元気よく戻

ってきた｡ 

11:30 全員で集合写真撮影後､実行委員長から解

散宣言をして終了した｡ 

12:10 清掃の後観光案内所に謝意伝え解散した。 

                         文責 岩井田正昭 

 

   野井顧問から当地の歴史について説明 

    大高取山 ｲﾍﾞﾝﾄ参加者･ｽﾀｯﾌの皆さん 
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10/5-7 ｢福井しあわせ元気国体｣ 速報 

 

  少年男子：百合草 碧皇選手がﾘｰﾄﾞ完登賞･ 

   ﾎﾞﾙﾀﾞｰ全課題一撃完登賞を受賞 

 

成年男子:波田 悠貴,本間 大晴,監督:小茂田利孝 

成年女子:加島 智子,坂井 絢音,監督:内海 信 

少年男子:百合草 碧皇,鶴 隼斗,監督:横内 鉄郎 

総 監 督:天野 賢一 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

競技結果 

  成年男子ﾘｰﾄﾞ 1位・成年男子ﾎﾞﾙﾀﾞ 1位 

  成年女子ﾘｰﾄﾞ 7位・成年女子ﾎﾞﾙﾀﾞ 9位 

  少年男子ﾘｰﾄﾞ 3位・少年男子ﾎﾞﾙﾀﾞ 2位 

  天皇杯第 2位・皇后杯第 12 位 

 

初めてのﾄﾚｰﾅｰ帯同,支援戴いた神田彩子さん 

 

福井しあわせ元気国体 2018 山岳競技 

福井国体は惜しくも天皇杯 4 連覇を 3 点差という

僅差で逃す結果となりました｡しかし本国体への

少女の進出無しで､この成績は大健闘と言えるか

もしれません｡特に成年男子のﾘｰﾄﾞ､ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ両

種目優勝は圧巻でした｡少年男子もﾘｰﾄﾞ 3 位､ﾎﾞﾙ

ﾀﾞﾘﾝｸﾞ 2 位の大活躍を見せ､特に百合草選手のﾘｰ

ﾄﾞ完登､ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ全課題 1 撃完登は見事でした｡

今回は初めてﾄﾚｰﾅｰも帯同するなど､ﾁｰﾑ力の向上

も図りました｡来年は天皇杯奪還を目指してがん

ばります!            総監督 天野 賢一 

73th 国体関東ﾌﾞﾛｯｸ茨城大会 ﾚﾎﾟｰﾄ 

｢2 つ涙とｶﾞｯﾂﾎﾟｰｽﾞ｣ 

期 日：平成 30年 7月 28日 29日 鉾田市  

会 場：鉾田総合公園体育館   

選 手：成年女子 加島 智子 ･坂井 絢音 

    少年女子  曽我 綾乃 ･川端 美央 

少年男子  百合草 碧皇･鶴 隼人 

 

  ご存知の方も多いと思いますが､国体は IFSC の

競技規則をﾍﾞｰｽにした独自のﾙｰﾙ(国体山岳競技規

則)に基づいて競います｡ﾘｰﾄﾞ競技は同じﾁｰﾑの 2

選手が同時に登り(ﾌﾞﾛｯｸ大会では行いません)､ﾎﾞ

ﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞもﾁｰﾑ単位で複数のﾎﾞﾙﾀﾞｰを同時に登りま

す｡一定の制約はあるものの､競技中のｱﾄﾞﾊﾞｲｽも

相談も許されていて国体の面白さはそのﾁｰﾑ戦で

あるからこそとも言えます｡またﾌﾞﾛｯｸ大会は､選

手たちにとって｢子｣⇔｢親｣･｢選手｣⇔｢所属ﾁｰﾑ｣の

関係性に､｢選手｣⇔｢県の知らない大人たちの熱

気｣が加わり､はじめての選手にとっては｢さまざ

まなﾌﾟﾚｯｼｬｰ｣を感じてとても緊張する競技会であ

ることも､経験させていただきました｡ 

 少年女子は惜しくも本国体への通過はなりませ

んでしたが､成年女子はそれぞれの選手がﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝ

ｸﾞ､ﾘｰﾄﾞともにお互いのﾐｽをｶﾊﾞｰしあいながら東

京､茨城に続く 3 位で通過｡少年男子は初日のﾘｰﾄﾞ

競技で出遅れましたが､2日目のﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ競技で､

東京･千葉･茨城を逆転して本国体への切符を受け

取ることができました｡今回はﾁｰﾑ戦であったから

こそ勝ち残れた大会でもあったと感じています｡ 

また関ﾌﾞﾛ茨城大会は､2つの涙とｶﾞｯﾂﾎﾟｰｽﾞが印象

に残った大会でもありました｡ 

 

本国体通過県 少年女子 少年男子 成年女子 

  1位    茨城県   神奈川県  茨城県 

  2位    東京都  栃木県  東京都 

  3位    神奈川県  埼玉県  埼玉県 

  少年女子※埼玉県 5位 

 

【帯同記録】 

7 月 27 日  埼玉ﾁｰﾑは川口･幸手･川越を起点とし

て 3台のｸﾙﾏで､霞ヶ浦を構成する北浦湖畔の宿泊 

先へ到着｡東京･神奈川･栃木ﾁｰﾑと同宿となる｡ 

 

7 月 28 日  1 日目 埼玉少年 Boys はﾘｰﾄﾞ競技でﾃﾞ

ﾋﾞｭｰ戦を飾るも惨敗(5位)｡ 

 

7 月 29 日  2 日目のﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ競技､競技順は 5 番

目となる｡課題は前半 2 課題･後半 2 課題の計 4 課

題｡前半と後半の間は一度ｺｰﾙｿﾞｰﾝに戻り 5 分間の
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ｳｴｲﾃｨﾝｸﾞとなる｡歓声でどのﾁｰﾑが完登したか否か

は察することができるものの､限られた情報のｺｰﾙ

ｿﾞｰﾝ内で考えることは､他ﾁｰﾑの動向を気にせずに､

とにかく目の前の課題を一つづつ落としていくし

かないという事｡さ､いくぞ!で､前半はﾁｰﾑ 2top(全

完はﾁｰﾑ 4topとなる)｡こ､これは････(ﾀﾞﾒかな)｡ 

5 分間のｳｴｲﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑ中はﾀﾒ息と後悔が 1 分｡愛知

県代表として本国体に出場経験もある百合草選手

が口を切った｡｢僕たち次の課題は絶対に登ります

から｣｡汗で全身ﾍﾞﾄﾍﾞﾄになった少年 Boys の諦め

ない 4つの目ん玉に､たったの 3分間のﾏｯｻｰｼﾞの手

の力が入った｡ﾁｰﾑ 4top 目指して後半ﾎﾞﾙﾀﾞｰのｽﾀｰ

ﾄ｡二人は精一杯手を伸ばし､あるいはﾗﾝｼﾞ(ｼﾞｬﾝ

ﾌﾟ)して頑張った｡結果 4topならずの 3top｡ 

 日頃冷静な鶴選手も 3課題目のﾗﾝｼﾞからの topで､

｢思わずｶﾞｯﾂﾎﾟｰｽﾞしちゃいました｣と照れくさそ

うに言う(全選手で完登者は 2 名だけ)｡ﾘｻﾞﾙﾄ待つ｡

どうも埼玉含めた 3 ﾁｰﾑが並んでいるらしい｡ｽｰﾊﾟ

ｰﾌｧｲﾅﾙという言葉も出てきたが､結果は 3 位｡本国

体へと進むことが出来た｡選手と大人達の歓声の

中で､塩谷さんが涙ぐんでいる｡以前｢私はね､赤城

国体のとき選手で出ていたの｡そりゃ一生懸命頑

張ったわよ｡だからね､関ﾌﾞﾛは選手の応援に行く

の｣そんなことを聞いていた｡代表として競い勝ち

抜く重圧感のようなものは､｢その時｣｢その場｣を

経験したものではないとわからない｡自分も思わ

ず胸が熱くなってしまった｡ 

 また､3 ﾁｰﾑが本国体へと進む中で､進めなかった

曽我選手が涙している｡関東ﾌﾞﾛｯｸは全国でも有数

の激戦区であり､ﾚﾍﾞﾙも高い｡また次､予選から気

を緩めず来年も頑張ってほしい｡2 ヶ月後の｢福井

しあわせ元気国体｣まで､選手たちは次の競技会に

向けて､自身も適度な緊張感を感じながら選手た

ちと練習に励みます｡最後になりましたが､応援･

声援をいただきました関係者の皆さまにお礼を申

し上げます｡  

          ｢福井しあわせ元気国体｣ 

       少年男子監督  横内  鉄郎 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

平成３０年９月理事会 報告 

9月 12日(水)午後 7時 30分~ 北本市中央公民館 

 

出 席   

田中名誉会長､石倉会長､相澤副会長､天野理事長､

瀬藤(遭対)､土屋､横内(競技)各副理事長､内海(強

化)､増田(自然)､山際(海外)､岩井田(広報)､笠原

(個人)各委員長 

山口(UD),堀江(桜草)､塩谷(大宮)､小高(ｱﾙﾑ)､小

久保(壁稜)､長谷川(熊谷)､計良(東部)､詫摩(ｴｺｰ)､

岡野(代/蓮田)､小茂田(高体連)､道浦(加須 SCC)､

矢萩(B7)､冨士田(山あるき)､鈴木(山塾)､岩田(岳

稜)､高橋(五十雀)､浅井(TM)､秋元(彩岳)､伊藤(防

医大)､沼田（草加）､茅根（山旅)､新井（秩父）各

理事､加藤事務局長 計:33名 

 

1 開 会  

 石倉会長、田中名誉会長 挨拶 

 

2 報 告 

 ①7/28-29関東ﾌﾞﾛｯｸ大会について  

 少年男子･成年女子関東突破茨城県鉾田市 

 ②8/11-13 JOC ｼﾞｭﾆｱ･ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ大会につい 

 ③9/1   ｢2018｢山の日｣ｲﾍﾞﾝﾄ｣ について   

 ④9/8-9 海外登山/高度順応体験登山 について 

 

3 協  議 

(1)第 73回国体･福井国体について 

･10 月 5日(金)~7日(日) 福井県池田町  

･参加選手・監督・支援ｽﾀｯﾌについて 

 成年男子:波田悠貴､本間大晴､監督:小茂田利孝 

 成年女子:加島智子､坂井絢音､監督:内海 信 

 少年男子:百合草碧皇､鶴 隼斗､監督:横内 鉄郎 

 総監督 :天野賢一､支援ｽﾀｯﾌ伊藤 良(高体連)､ 

      帯同ﾄﾚｰﾅｰ神田 彩子 

(3)｢安全登山指導者研修会｣参加者について 

   参加者状況 参加者 60人＋ｽﾀｯﾌ 28人＝88人 

(2)9/15-17｢安全登山指導者研修会｣について 

 蕨市山岳連盟の意見について 

 応募要項が判りにくいので申請基準を明確に。 

 他意見について ﾊｰﾄﾞﾙを下げていただきたい｡ 

(4)｢ｼﾞｭﾆｱ育成事業補助金｣について 

(5)｢ﾁｰﾑ･ﾌｧﾝﾄﾚｲﾙｽﾞ規約について 「加盟承認」 

(6)第 32回ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会(2020/東京) 

  競技ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの推薦について 

(7)ｶﾚﾝﾀﾞｰ 2019 事業 進捗状況について 

(8)埼玉県山岳連盟の名称変更･法人化について  

(9)その他 

 ﾄﾚﾗﾝ関係：県岳連 30人ｽﾀｯﾌを募集について 

 

4 各部からの報告等 

①指導委員会      

平成 30年度指導員養成講習会について 

9/30 机上講習会,10/20-21登攀, 12/22-23冬山  

②競技委員会      

9/22-23  第 1回小学生ﾘｰﾄﾞ競技 岸和田 

10/5-7  福井しあわせ元気国体 2018 

11/11   第 5回 関東小中学選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ 

     選手権大会(栃木大会) 

11/17-18 Fun Trail 50&100K  
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11/25    第 31回 県民総合体育大会｢ｺﾊﾞﾄﾝﾘｰﾄﾞ 

         ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ 2018｣ 

12/22-23 第 9回全国高等学校選抜ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ 

      選手権大会 

③選手強化委員会    

9/21     埼玉県選手結団式･壮行会さいたま会館 

9/30     福井国体出場選手強化練習会,壮行会 

10/4     監督会議    福井県 

10/5-7   第 73回国体･福井国体 福井県池田町 

11/13    福井国体 解団式･表彰式さいたま会館 

11/11    第 5回関東地区小中学校ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権 

         大会  栃木県壬生町 

12/23-24 第 9回全国高等学校選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権 

         大会 加須 

④遭難対策委員会  

12/8-9   冬山講習会 

⑤自然保護委員会     

8/1~    ｸﾘｰﾝ登山集計中 

8/16      自然保護常任委員会 岸記念体育会館 

8/25-26   関東地区自然保護交流会  ･ 

9/1       ｢山の日ｲﾍﾞﾝﾄ｣大高取山  参画､実施 

11/23-25  JMSCA自然保護委員会指導員総会 

          ｢小川中央大会｣主管小川げんきﾌﾟﾗｻﾞ 

⑥海外登山委員会    

11/13     講演会｢花谷泰広氏 講演会｣ 

          ｿﾆｯｸｼﾃｨ 905号室 

h31/8 中  2019 ﾋﾏﾗﾔ登山隊 :ｲﾝﾄﾞ･ﾗﾀﾞｯｸ ｶﾝ･ 

     ﾔﾂｪ 6401m Ⅰ峰は登攀対象ﾙｰﾄ､Ⅱ峰  

     はﾄﾚｯｷﾝｸﾞﾙｰﾄの 2隊構成 

⑦ｼﾞｭﾆｱ委員会     <高岡ｼﾞｭﾆｱ委員長> 

来年の冬の大会(今までの安達太良山)を検討 

⑧広報委員会      

10/31   ｢岳連報｣第 62号発行 8 ﾍﾟｰｼﾞ 山の日､ 

         安全登山研修会､73国体報告 他 

10/10   編集委員会 

⑨企画委員会                         

11/17-18  第 4回 FTR100&FT50  開催決定 

⑩個人会員委員会 

9/8-9    海外登山委員会:富士山 会員 2名参加 

9/26     初級沢登り机上講習：桜木公民館 5階 

9/30     初級沢登り実技講習山行:中津川大若沢 

11/17    初級登攀机上講習：桜木公民館 5階 

11/18    初級登攀実技講習山行:阿寺の岩場 

⑪事務局  <加藤事務局長> 

関東の岳連の｢70周年記念式典･祝賀会｣予定 

11/10･土 東京都山岳連盟 ･12/8･土 栃木県山岳

連盟 ･12/15･土 山梨県山岳連盟、会員証の発行 

 

6.閉会挨拶 (相澤副会長) 

 

 「平成 30 年度・クリーン登山」報告書 

         平成 30年 9月 30日 

主 催:埼玉県山岳連盟  

主 管:自然保護委員会 

 環境月間に自然保護委員会主管にて『埼玉県･関

東ふれあいの道及び県立自然公園』ｸﾘｰﾝ登山を実

施いたしました｡ 

 期間 5月 15日~6月 30日:参加団体数は 20 ､参加

人数は 205 名でした｡今回､集計報告が遅れました

事をお詫びしますと共に､埼玉県山岳連盟加盟各

山岳会(部)の皆様の御協力に感謝いたします｡ 

 今年度の反省点としては､実施予定ｺｰｽが長いと

のご意見もありました､次会から考慮の必要を感

じました｡          自然保護委員長  増田 修 

 

-記- 

1.開催期日:平成 30年 5月 15日-6月 30日までの 

  間、参加山岳会(部)の都合により開催 

2.場 所:埼玉県内の関東ふれあいの道及び 

 埼玉県立自然公園全域内登山･ﾊｲｷﾝｸﾞｺｰｽ 

3.予定ｺｰｽ:合計 21 ｺｰｽ 

 『関東ふれあいの道』      7 ｺｰｽ(1~7) 

 1)水源のみち､2)古刹を訪ねるみち､3)伊豆ｹ岳 

 を超えるみち､4)峠の歴史をしのぶみち､5)大霧 

 山に登るみち､6)秩父盆地を眺めるみち､7)義経 

 伝説と滝のあるみち    

 

 『自然保護委員会・推奨ｺｰｽ』 14 ｺｰｽ(8~20) 

8)東吾野駅…長尾坂…天覚山…吾野駅､9)高麗駅

…日和田山…北向き地蔵､ 10)高麗駅…物見山… 

 宿谷の滝､11)鎌北湖周辺､遊歩道周辺､12)越生

…無名戦士の墓…大高取山､13)名郷…大持山…鳥 

 首峠､14)名郷…武川岳…二子山､15)芦ヶ久保駅

…丸山…大野峠､16)生川…武甲山…橋立鍾乳洞､ 

 17)永田大杉…多峯主山…天覧山､18)円良田湖 

 周辺･鐘撞堂山周辺､19)仙元山…周辺､20)馬上 

…牛首峠…観音山､21)小鹿野町二子山周辺  

 

  【参加山岳会名･順不同】 

 壁稜山岳会,TEAMやまあるき,蓮田山岳会,川越 

 山の会･五十雀,桜草山の会,草加山の会,大宮山 

 岳会,川口市山岳連盟､UD･A･C,川口市登山同好 

 会,東部登高会,大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ,ｴｺｰ山の会,毛 

 呂山山岳会,深谷山岳会,大宮岳稜会,加須市山 

 岳連盟,川越山岳会,浦和西岳友会。   

  重複含めて 20団体 

 ※本報告は掲載用ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ版・正式報告書は 

 自然保護委員会から近日発行. 参照下さい。 

広報委員会 



(7) 2018 年(平成 30 年)10 月 31 日      埼 玉 岳 連 報            通巻第 62 号 

 

「花谷
はなたに

 康
やす

広
ひろ

」山岳講演会 

講演ﾃｰﾏ 「遥かなる高峰めざして」 

 主  催：埼玉県山岳連盟 海外登山委員会 

 開催場所：大宮ｿﾆｯｸｼﾃｨｰ 509号室 

 開催日時：11月 13日（火）18:30～21:00 

            入場無料・先着 60 名 

 略  歴：ｶﾞｲﾄﾞ「First Ascent」主宰者、 

 甲斐駒・七丈小屋経営､日本山岳ガイド協会認定 

 登攀ｶﾞｲﾄﾞ,第 21 回ﾋﾟｵﾚﾄﾞｰﾙ受賞等 

 問合せ先：山際 yama812591@yahoo.co.jp 

 ------------------------------------------ 

      第 16 回日本山岳文化学会大会 

 主  催：日本山岳文化学会 

 開催期日：11月 17日(土)-18日(日)  

 開催場所：港区東京慈恵医科大 高木 2号館講堂 

 ① 17日 9:00～ 一般口演･ｼｮｰﾄｽﾋﾟｰﾁ 

 「山岳文化に関する 21 ﾃｰﾏの発表会、招請講演 

 ：樋口 明雄氏「山岳救助犬の導入に向かって」 

  ※同氏のｻｲﾝ本販売があります 

 ② 18日 9:00～ ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ ﾃｰﾏ「遭難と情報」 

  (日本山岳文化学会員)を除く県岳連関係者は 

 入場無料・予約不要です。 www.jamc.gr.jp 

 

 

彩・岳悠会「登山教室」を取材して 

 10 月 3 日実施された彩･岳悠会主催｢登山教室｣

の開校式と 1 回目の講座を戸田市新曽福祉ｾﾝﾀｰで

取材した｡開校式には後援の県岳連天野理事長が

挨拶し､講座は石井ｽﾎﾟｰﾂ大宮店・早川主任（写真）

による登山用具の選択方法、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ方法等を懇切

に説明。戸田市報による応募者と会員の 25名が参

加、質問にも丁寧に答えられて大変好評。今後４

回の講座予定あり、一単会による安全登山の普及

活動に大いに期待し、岳連としてこの活動をさら

に支援するように PRしたいものです。 

              広報 岩井田正昭 
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